
学
校
の
空
調
設
備
に
つ
い
て
、

平
成
三
十
一
年
に
全
校
へ
の
一

斉
設
置
が
決
ま
っ
た
が
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
で
の
整
備
を
前
提
に
考

え
て
い
る
と
仄
聞
し
て
い
る
。

も
し
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
の
整
備
が

不
可
能
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、

予
定
通
り
平
成
三
十
一
年
の
一

斉
設
置
が
で
き
る
の
か
、ま
た
、

ど
の
よ
う
な
方
法
を
と
る
の
か
。

教
育
総
務
部
長

中
学
校
給
食

は
、
平
成
三
十
一
年
度
に
池
島

中
学
校
、
縄
手
南
中
学
校
の
二

校
に
お
い
て
実
施
し
、
平
成
三

十
二
年
度
で
は
七
校
、
平
成
三

十
三
、
三
十
四
年
度
に
は
そ
れ

ぞ
れ
八
校
ず
つ
導
入
予
定
で
あ

る
。
あ
ら
ゆ
る
条
件
を
考
慮
し

総
合
的
な
判
断
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
具

体
的
な
導
入
予
定
に
つ
い
て
は

今
年
中
に
示
す
考
え
で
あ
る
。

小
学
校
の
空
調
整
備
事
業
は
、

全
五
十
一
小
学
校
へ
の
一
斉
整

備
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
等
の
民
間
活
力
の

活
用
が
可
能
か
ど
う
か
を
調
査

検
証
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

仮
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
が
導
入
不
可

と
い
う
結
論
に
な
れ
ば
、
リ
ー

ス
方
式
な
ど
他
の
民
間
活
力
の

活
用
や
従
来
方
式
の
工
事
発
注

等
を
選
択
す
る
こ

と
に
な
る
。
他
の

方
式
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
遅
れ
を

生
じ
さ
せ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
努
め

る
。

―
観
光
政
策
に
つ

い
て
―

問

大
阪
で
は
大

阪
観
光
局
を
立
ち

上
げ
、
観
光
客
誘

致
に
力
を
入
れ
た

結
果
、
大
阪
市
内
で
は
外
国
人

観
光
客
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。

東
大
阪
市
で
も
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
立
ち

上
げ
て
お
り
、
二
〇
一
九
年
に

は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

二
〇
二
一
年
に
は
ワ
ー
ル
ド
マ

ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
が
あ
り
、

一
定
の
観
光
客
数
増
は
見
込
め

る
が
、
二
〇
一
九
年
ま
で
の
数

値
目
標
、
例
え
ば
、
本
市
を
来

訪
さ
れ
る
観
光
客
数
の
目
標
と
、

そ
れ
に
伴
う
消
費
額
の
増
加
目

標
を
立
て
る
べ
き
で
あ
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

経
営
企
画
部
長

本
市
総
合
戦

略
に
お
い
て
、
二
〇
二
〇
年
ま

で
に
新
規
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
実

施
に
よ
り
十
二
万
人
の
方
を
市

域
に
呼
び
込
む
と
い
う
目
標
を

立
て
て
い
る
。
東
大
阪
ツ
ー
リ

ズ
ム
振
興
機
構
が
か
じ
取
り
役

と
な
っ
て
地
域
の
事
業
者
等
と

の
連
携
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図

り
つ
つ
、
大
阪
観
光
局
と
は
連

携
事
業
に
よ
り
、
大
阪
市
内
の

訪
日
外
国
人
を
本
市
に
ま
で
呼

び
込
む
取
り
組
み
を
推
進
し
な

が
ら
、
本
市
内
に
お
け
る
旅
行

者
の
消
費
額
を
増
や
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

―
大
型
ご
み
有
料
化
に

つ
い
て
―

問

わ
が
党
が
取
っ
た
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
大
型
ご
み
有

料
化
に
四
分
の
三
を
超
え
る
市

民
が
反
対
で
あ
る
。
市
廃
棄
物

減
量
等
推
進
審
議
会
に
市
が
提

出
し
た
資
料
は
、
有
料
化
の
結

論
あ
り
き
だ
。有
料
化
実
施
後
、

排
出
量
が
増
え
て
い
る
市
も
あ

る
。
大
阪
府
下
で
、
有
料
化
後
、

増
え
て
い
る
市
は
ど
こ
か
。

環
境
部
長

有
料
化
を
し
て
い

な
い
本
市
や
高
槻
市
は
必
ず
し

も
減
っ
て
い
な
い
。

問

質
問
に
回
答
し
て
い
な
い
。

大
阪
市
、
高
石
市
が
増
え
て
い

る
が
原
因
分
析
は
し
た
の
か
。

環
境
部
長

確
か
に
増
え
て
い

る
市
が
あ
る
が
、
有
料
化
は
ご

み
減
量
に
効
果
的
な
施
策
。

問

大
阪
狭
山
市
、富
田
林
市
、

寝
屋
川
市
、
河
内
長
野
市
は
有

料
化
せ
ず
に
減
っ
て
い
る
。
分

析
が
な
い
の
で
は
。

環
境
部
長

有
料
化
の
目
的
は

ご
み
の
減
量
、
物
を
大
切
に
す

る
意
識
、
負
担
の
公
平
。
国
で

も
ご
み
の
有
料
化
は
市
町
村
の

役
割
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

問

市
は
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

に
大
型
ご
み
の
有
料
化
を
盛
り

込
ん
だ
。
市
は
環
境
保
全
公
社

を
つ
ぶ
し
、
市
直
営
で
大
型
ご

み
収
集
を
実
施
し
、
経
費
が
約

七
千
五
百
万
円
増
え
た
。
有
料

化
に
よ
る
手
数
料
収
入
が
七
千

七
百
万
円
。
結
局
は
穴
埋
め
で

は
な
い
の
か
。
ご
み
の
減
量
な

ど
の
た
め
と
言
う
が
財
源
確
保

策
で
は
な
い
か
。

経
営
企
画
部
長

行
革
プ
ラ
ン

に
大
型
ご
み
有
料
化
を
示
し
た

が
財
源
確
保
で
は
な
い
。市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
も
行
革
の
目
的
。

―
国
民
健
康
保
険
の
府
下
統
一

に
つ
い
て
―

問

国
保
が
来
年
度
か
ら
府
に

一
本
化
さ
れ
る
。
母
子
家
庭
で

現
在
は
五
万
二
千
百
五
十
四
円

が
減
免
さ
れ
て
い
る
が
、
府
の

基
準
で
は
消
え
る
。
市
独
自
の

保
険
料
や
一
部
負
担
減
免
を
維

持
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

減
免
に
つ
い

て
は
丁
寧
に
働
き
か
け
る
。

―
子
ど
も
の
貧
困
問
題
支
援
策

に
つ
い
て
―

問

本
市
の
子
ど
も
の
生
活
実

態
調
査
を
生
か
し
支
援
策
を
検

討
・
具
体
化
し
て
い
く
た
め
に

行
政
の
横
断
的
機
関
と
、
恒
常

的
支
援
の
た
め
の
推
進
条
例
の

策
定
を
提
案
す
る
が
、ど
う
か
。

子
ど
も
す
こ
や
か
部
長

横
の

連
携
、
連
絡
調
整
体
制
の
強
化

を
図
る
と
共
に
、
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
は
今
後
施
策
を
推
進

す
る
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

―
斎
場
の
再
編
整
備
課
題
と
対

策
に
つ
い
て
―

問

斎
場
整
備
計
画
が
二
〇
一

三
年
三
月
に
示
さ
れ
、四
年
半
が

経
過
し
た
。各
斎
場
の
老
朽
化
は

著
し
く
、施
設
水
準
も
環
境
も
劣

悪
な
状
態
で
、
市
民
か
ら
も
新

施
設
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

市
長
は
斎
場
の
現
状
と
整
備
に

つ
い
て
、ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長

基
本
計
画
を
策
定
し
、

建
設
に
向
け
検
討
し
て
き
た
が

適
地
を
見
い
だ
す
の
が
困
難
な

状
況
。
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

と
認
識
し
て
お
り
、
早
急
に
全

て
の
斎
場
の
あ
り
方
に
つ
い
て

方
向
を
示
す
。

平成３１年度から始まる中学校給食

老朽化する斎場

大
阪
維
新
の
会

日
本
共
産
党

代
表
質
問

上
原

賢
作

個
人
質
問

塩
田

清
人

ご
み
減
量
が
目
的
は
ご
ま
か
し
だ
�

財
源
確
保
の
た
め
の
大
型
ご
み
有
料
化
は
反
対
�

（８）第１９７号東 大 阪 市 議 会 だ よ り平成３０年６月１日


